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ま ち の 風 景

燃え上がる炎を囲んで

　
昨
年
の
豪
雪
か
ら
一
転
、
驚
く
ほ
ど
雪

の
な
い
穏
や
か
な
冬
と
な
っ
た
今
冬
。
毎

年
一
月
二
十
四
日
の
「
初
地
蔵
の
日
」
に
、

大
内
地
域
折
渡
地
蔵
尊
で
行
わ
れ
て
い
る

「
初
地
蔵 

　
詣
」
も
、
平
成
三
年
に
始
ま

っ
て
以
来
初
め
て
「
か
ん
じ
き
の
い
ら
な

い
　 

詣
」
と
な
り
ま
し
た
。 

　
「
い
ぼ
と
り
地
蔵
」
で
知
ら
れ
る
折
渡

地
蔵
尊
を
囲
む
よ
う
に
並
ぶ
千
体
地
蔵
。

そ
の
間
を
、
今
年
も
約
五
十
人
の
参
加
者

が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
願
い
を
込
め
な
が
ら
歩

き
ま
し
た
。 

　
赤
い
ず
き
ん
と
前
掛
け
を
し
て
、
静
か

に
た
た
ず
む
千
体
の
地
蔵
は
、
い
つ
も
私

た
ち
を
峠
の
上
か
ら
見
守
っ
て
い
ま
す
。 

表
紙
の
紹
介

か
ん
じ
き
ま
い
り 

か
ん
じ
き
ま
い
り 

　積み上げたわらを稲の害虫や病気の源に見立

て、火を放って退治し、秋の豊作を願う伝統行事

「才の神焼き」。矢島、由利、鳥海地域の小正月

行事で、「どんど焼き」とも呼ばれます。わらと

一緒に古いお札やお守りなどが燃やされ、空へ

と吹き上がる伝統の炎を、子どもも大人も厳か

な気持ちで見守っていました。平穏な一年であ

りますように　　。　　　　　　 （矢島地域で）
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由
利
高
原
鉄
道 

再
生
計
画 

ま
と
ま
る 

開
業
か
ら

年
、
赤
字
経
営
を
ど
う
改
善
す
る
か
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鳥
海
山
の
ふ
も
と
を
走
る
由
利
高
原
鉄
道

「
鳥
海
山
麓
線
」。
沿
線
住
民
に
欠
か
せ
な
い

生
活
路
線
で
す
が
、
利
用
者
数
は
低
迷
し
て

お
り
、
長
く
赤
字
経
営
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
ど
、
由
利
高
原
鉄
道
の
再
生
計
画

が
ま
と
ま
り
、
県
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
計
画
は
、
平
成
十
九
年
度
か
ら
五
年
間
に

わ
た
る
地
方
鉄
道
再
生
事
業
と
し
て
承
認
を

得
る
た
め
、一
昨
年
の
春
か
ら
県
、
市
、
由
利

高
原
鉄
道
株
式
会
社
が
策
定
に
当
た
っ
て
き

た
も
の
で
す
。

　
再
生
計
画
の
概
要
と
、
由
利
高
原
鉄
道
の

現
状
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ろ
く

２ 平成　年 　月　日号　 広報ゆりほんじょう １９ ２ １ 

　
由
利
高
原
鉄
道
は
羽
後
本
荘
―
矢
島
間

の
二
十
三
㌔
を
結
ぶ
、
地
域
に
密
着
し
た

路
線
。
旧
国
鉄
矢
島
線
を
引
き
継
ぎ
、
昭

和
六
十
年
十
月
に
「
鳥
海
山
麓
線
」
と
し

て
開
業
し
ま
し
た
。
県
と
本
市
が
そ
れ
ぞ

れ
三
八
・
五
％
、
企
業
な
ど
が
二
三
％
を

出
資
し
、「
第
三
セ
ク
タ
ー
」
方
式
で
運
営

さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
開
業
後
七
年
間
は
黒
字
経
営
で
し
た
が
、

人
口
の
減
少
や
マ
イ
カ
ー
の
普
及
な
ど
に

伴
っ
て
徐
々
に
利
用
者
数
が
減
少
。
そ
の

後
は
毎
年
、
経
常
損
益
で
赤
字
を
計
上
し

て
い
ま
す
。 

　
鉄
道
再
生
計
画
は
、
昨
年
度
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
た
地
方
鉄
道
再
生
の
新
た
な
支
援

制
度
の
対
象
と
な
る
た
め
に
策
定
が
必
要

な
も
の
で
、
県
、
市
、
同
社
か
ら
な
る
「
再

生
支
援
協
議
会
」
が
取
り
ま
と
め
に
当
た

り
、
経
営
の
立
て
直
し
に
向
け
た
取
り
組

み
を
探
っ
て
き
ま
し
た
。 

　
経
営
再
生
計
画
は
、
平
成
十
九
年
度
か

ら
五
年
間
に
わ
た
り
、
地
域
一
体
と
な
っ

た
利
便
性
向
上
策
を
設
定
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
経
営
方
針
な
ど

の
再
検
討
、
Ｊ
Ｒ
や
路
線
バ
ス
と
の
連
携

な
ど
、
さ
ら
に
地
域
密
着
型
で
取
り
組
む

こ
と
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。 

   

　
経
営
再
生
を
目
標
と
す
る
新
た
な
企
業

像
を
目
指
し
、「
経
営
方
針
」
で
次
の
四
項

目
を
掲
げ
て
い
ま
す
。 

①
安
全
の
確
保
　
安
全
の
確
保
を
最
重
要

課
題
と
し
て
、
年
次
計
画
に
基
づ
き
近
代

化
、
保
安
対
策
に
万
全
を
期
し
、
安
全
な

運
行
に
努
め
る
。 

②
輸
送
量
の
拡
大
　
こ
れ
ま
で
に
増
し
て

沿
線
地
域
へ
の
説
明
と
利
用
促
進
Ｐ
Ｒ
活

動
を
強
化
し
、
輸
送
量
の
拡
大
を
目
指
す
。

③
社
員
の
意
識
改
革
　
全
社
員
が
経
営
改

善
意
識
を
持
ち
、
社
内
横
断
的
な
体
制
・

考
え
方
で
業
務
に
当
た
る
。 

④
経
営
の
改
善
　
人
件
費
の
一
層
の
抑
制

に
努
め
る
と
と
も
に
、
広
告
収
入
な
ど
を

含
め
た
増
収
を
図
る
。 

　
こ
の
方
針
に
基
づ
い
て
定
め
ら
れ
た
、

具
体
的
な
沿
線
の
整
備
計
画
、
利
用
促
進

計
画
は
別
掲
の
と
お
り
で
す
。 

  

　
主
な
も
の
で
は
、
平
成
二
十
年
度
中
に

開
業
以
来
初
と
な
る
運
賃
の
値
上
げ
を
行

う
と
と
も
に
、
駅
の
駐
車
場
に
自
動
車
を

駐
車
し
、
鉄
道
に
乗
り
換
え
て
通
勤
で
き

る
よ
う
、
駐
車
場
を
新
設
。
市
職
員
を
主

体
と
し
て
通
勤
利
用
の
増
加
を
図
り
な
が

ら
旅
客
収
入
の
一
五
％
増
を
見
込
み
、
併

せ
て
給
与
体
系
の
見
直
し
に
よ
る
人
件
費

千
九
百
三
十
万
円
の
削
減
な
ど
に
よ
り
、

計
画
最
終
年
度
で
の
赤
字
幅
を
約
三
千
九

百
万
円
に
縮
小
す
る
ー
と
の
内
容
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
現
在
は
赤
字

分
を
県
と
市
の
負
担
で
補
っ
て
い
ま
す
が
、

十
年
後
の
平
成
二
十
八
年
度
に
は
県
費
負

担
を
求
め
な
い
経
営
を
目
指
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
列
車
の
増
発
や
貸
し

切
り
列
車
の
需
要
を
呼
び
起
こ
し
た
り
、

休
日
の
利
用
を
促
進
す
る
た
め
、
新
た
に

「
ホ
リ
デ
ー
切
符
」「
特
殊
回
数
乗
車
券
」

な
ど
の
商
品
を
販
売
し
た
り
す
る
こ
と
で
、

輸
送
量
の
拡
大
に
取
り
組
む
な
ど
を
盛
り

込
ん
で
い
ま
す
。 

　
併
せ
て
、
市
の
取
り
組
み
と
し
て
、
通

勤
利
用
者
の
獲
得
に
か
か
る
団
体
や
事
業

所
へ
の
呼
び
か
け
、
羽
後
本
荘
駅
か
ら
の

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行
の
継
続
や
矢
島
駅
へ

の
路
線
バ
ス
の
乗
り
入
れ
実
現
を
進
め
る

と
と
も
に
、
温
泉
、
高
原
、
山
岳
地
域
へ

の
ア
ク
セ
ス
の
強
化
を
図
り
、
鳥
海
山
観

光
の
拠
点
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
も
重

要
な
要
素
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
経
営
計
画
に
よ
る
と
、
設
備
投
資
額
は

五
年
間
で
計
約
四
億
千
二
百
万
円
の
予
定

で
、
こ
の
う
ち
国
か
ら
の
鉄
道
軌
道
近
代

化
の
た
め
の
補
助
な
ど
約
九
千
二
百
万
円

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。 

再
生
計
画
の
概
要 

輸
送
量
を
拡
大
、 鳥
海
山
観
光
の
拠
点
に

1

ろ
く 

需
要
の
掘
り
起
こ
し
と
経
費
削
減
、 

赤
字
経
営
の
改
善
へ
一
丸
で
努
力 

項
目
で
方
向
付
け
「
経
営
方
針
」 

4
年
後
、
県
費
負
担
の
な
い
経
営
に 

10

■由利高原鉄道  輸送者数の推移・計画目標 

６１ 元 ４ ７ ９ １１ １３ １５ １７ １９ ２１ ２３ 

２０ 

３０ 

４０ 

５０ 

６０ 万人 

再生計画 

６３５,８７２人 

５７１,９８６人 ５８５,８１６人 

６１７,２５７人 

５３８,２５１人 

３４２,２２９人 
３７７,１３２人 

４７６,６３６人 

４２２,７８１人 

３９４,２００人 

４３５,４００人 
★目標 

３７４,７００人 

再生計画を講じない場合の予想推移 

由利高原鉄道（株） 
会社情報 

保有車両／ 
社 員 数／ 

６ 両 
２５ 人 

●輸送人員 

●収　　入 

●支　　出 

●経常損益 

３７７,１３２人 

９０,３６２千円 

１６６,９２５千円 

△７６,５６３千円 

◆平成１７年度 

＊　　　 由利高原鉄道再生計画まとまる 
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●
沿
線
地
域
整
備
計
画 

①
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
駐
車
場
整
備 

　
矢
島
駅
前
、
前
郷
駅
前
、
子
吉
駅
前 

②
駅
舎
・
駐
車
場
整
備
　
子
吉
駅
舎
、
薬

　
師
堂
駅
舎 

③
駐
輪
場
整
備
　
子
吉
駅
、
羽
後
本
荘
駅

　 ●
利
用
促
進
計
画 

①
通
勤
定
期
の
利
用
促
進
②
マ
イ
レ
ー
ル

デ
ー
の
設
定
③
市
内
バ
ス
と
の
連
携
④
鳥

海
山
観
光
施
設
と
の
連
携
⑤
イ
ベ
ン
ト
列

車
の
増
便（
季
節
イ
ベ
ン
ト
、
他
団
体
イ
ベ

ン
ト
と
の
連
携
）⑥
特
殊
回
数
乗
車
券（
新

商
品
）の
販
売
⑦
片
道
定
期（
同
）の
販
売

⑧
体
験
学
習
へ
の
利
用
推
進
⑨
団
体
研
修

で
の
利
用
促
進
⑩
沿
線
乗
車
運
動
の
展
開 

「
お
ば
こ
号
」
で
通
勤
す
る
人 

▲
 

笑
顔
で
通
学
す
る
由
利
小
児
童
（
前
郷
駅
で
） 

鉄
道
と
接
続
、
病
院
行
き
の
乗
り
合
い
バ
ス 

▲
 

鳥海山の裾野を走る鉄道 
すそ 

＊　　　 由利高原鉄道再生計画まとまる 

　
由
利
高
原
鉄
道
の
前
身
は
、
大
正
十
一

年
八
月
、
本
荘
―
前
郷
間
で
開
通
し
た
横

荘
鉄
道
で
す
。
昭
和
十
二
年
九
月
に
は
西

滝
沢
ま
で
延
伸
す
る
と
と
も
に
国
鉄
に
移

管
さ
れ
、
翌
十
三
年
十
月
、
本
荘
―
矢
島

間
で
全
線
開
通
し
矢
島
線
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
も
地
方
鉄
道
と
し
て
利
用
さ
れ
て

き
た
、
地
域
密
着
の
「
マ
イ
レ
ー
ル
」
で

す
。
再
生
計
画
の
中
で
も
「
羽
後
本
荘
駅

と
矢
島
駅
を
結
ぶ
沿
線
住
民
の
重
要
な
交

通
手
段
で
あ
り
、
通
学
・
通
勤
に
利
便
性

が
高
く
、
各
駅
を
中
心
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
が
醸
成
さ
れ
て
い
る
」
と
、
鉄
道
の
必

要
性
が
強
調
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
で
は
、
現
実
の
利
用
状
況
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

　
国
鉄
の
廃
止
に
よ
り
由
利
高
原
鉄
道
と

な
っ
た
翌
年
、
昭
和
六
十
一
年
度
の
輸
送

人
員
を
見
る
と
、
定
期
券
利
用
で
四
十
万

六
千
人
、
定
期
外
の
一
般
利
用
で
二
十
二

万
九
千
人
の
、
合
わ
せ
て
六
十
三
万
六
千

人
弱
が
利
用
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
ピ

ー
ク
に
利
用
者
数
は
徐
々
に
低
下
し
、
開

業
十
周
年
と
な
る
平
成
七
年
度
は
利
用
者

数
が
再
び
六
十
一
万
七
千
人
と
な
り
ま
し

た
が
、
そ
の
後
も
下
降
線
を
た
ど
り
、
平

成
十
七
年
度
で
は
定
期
券
利
用
で
三
十
万

六
千
人
弱
、
定
期
外
利
用
で
は
七
万
千
人

へ
と
大
き
く
減
少
し
て
い
ま
す
。
昭
和
六

十
一
年
度
を
一
○
○
と
す
る
と
、
平
成
十

七
年
度
は
五
九
・
三
％
に
ま
で
利
用
が
落

ち
込
ん
で
い
ま
す
。 

　
由
利
高
原
鉄
道
の
現
在
の
利
用
状
況
は
、

主
に
高
校
生
に
よ
る
定
期
券
で
の
利
用
が

大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
て
、
今
後
は
少

子
化
な
ど
の
影
響
を
受
け
、
定
期
券
販
売

に
よ
る
収
入
が
伸
び
る
要
素
は
少
な
い
ま

ま
推
移
す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。 

  

　
由
利
高
原
鉄
道
の
開
業
に
あ
た
っ
て
は
、

県
、
沿
線
の
自
治
体
の
ほ
か
県
内
各
市
町

村
と
企
業
な
ど
が
お
金
を
出
し
合
い
、
二

億
円
の
運
営
基
金
を
設
立
。
施
設
整
備
に

使
え
る
国
の
転
換
交
付
金
や
利
息
な
ど
を

合
わ
せ
、
ピ
ー
ク
時
に
は
七
億
円
に
上
り
、

車
両
の
購
入
や
整
備
に
充
て
ら
れ
ま
し
た
。 

　
し
か
し
、
近
年
は
超
低
金
利
の
影
響
な

ど
で
、
基
金
か
ら
生
じ
る
利
息
は
年
間
二

十
万
円
ほ
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

  

　
一
般
的
に
言
え
ば
、
会
社
経
営
は
企
業

努
力
に
よ
り
行
わ
れ
る
こ
と
が
前
提
で
す
。

し
か
し
、
鉄
道
は
バ
ス
な
ど
と
と
も
に
、

身
近
な
公
共
交
通
機
関
と
い
う
使
命
を
担

い
、「
地
域
の
財
産
」
と
い
う
一
面
が
あ
り

ま
す
。 

　
利
用
者
が
減
少
し
て
い
る
と
は
い
え
、

通
学
な
ど
を
中
心
に
、
依
然
と
し
て
地
域

の
重
要
な
足
に
な
っ
て
い
る
現
実
を
見
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。 

　
実
際
に
、
鳥
海
や
矢
島
か
ら
「
お
ば
こ

号
」
を
利
用
し
、
本
荘
地
域
だ
け
で
な
く
、

西
目
高
校
や
仁
賀
保
高
校
へ
通
学
し
て
い

る
人
や
始
発
に
乗
っ
て
秋
田
市
内
の
高
校

に
通
っ
て
い
る
生
徒
も
い
ま
す
。「
下
宿
代

は
通
学
に
比
べ
て
金
銭
的
な
負
担
が
大
き

い
。
鉄
道
で
通
学
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
助
か
る
」。
毎
朝
、
そ
し
て
夕
方
ま
た

は
夜
、
各
駅
に
自
家
用
車
で
わ
が
子
を
送

迎
し
て
い
る
親
た
ち
の
思
い
は
こ
の
点
で

共
通
し
て
い
ま
す
。 

　
今
後
さ
ら
に
、
地
域
の
高
齢
化
が
進
む

中
で
、
自
家
用
車
の
利
用
が
こ
の
ま
ま
推

移
す
る
の
か
、
身
体
障
害
者
・
高
齢
者
な

ど
の
い
わ
ゆ
る
交
通
弱
者
と
言
わ
れ
る
人

た
ち
の
た
め
に
は
由
利
高
原
鉄
道
は
ど
う

あ
る
べ
き
か
、「
地
域
の
交
通
環
境
整
備
」

と
い
う
点
を
、
公
共
性
に
即
し
て
考
え
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
長
く
続
く
利
用
者

数
の
減
少
を
、
単
に
「
鉄
道
離
れ
」
と
い

う
言
葉
で
片
付
け
る
こ
と
は
、
地
域
か
ら

目
を
そ
む
け
る
行
為
に
等
し
い
の
で
す
。 

  

　
由
利
高
原
鉄
道
の
経
営
再
生
に
向
け
た

課
題
は
、
利
用
者
数
の
減
少
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
由
利
高
原
鉄
道
は
、
市
の
シ

ン
ボ
ル
と
も
言
う
べ
き
鳥
海
山
の
観
光
振

興
に
も
深
く
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。 

　
近
年
、
観
光
の
形
態
が
変
化
し
て
い
ま

す
。
大
型
の
団
体
旅
行
が
減
少
す
る
半
面
、

小
グ
ル
ー
プ
化
、
個
人
型
・
体
験
型
観
光
が

増
え
る
な
ど
、
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
中
で
詩
情
豊
か
な
車
窓
や
、
穏
や

か
な
人
々
と
の
触
れ
合
い
、
伝
統
の
技
や

郷
土
色
あ
ふ
れ
る
食
な
ど
、
鉄
道
の
旅
が

持
つ
多
彩
な
楽
し
み
方
も
大
き
な
魅
力
の

一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
由
利
高
原
鉄
道

を
利
用
し
、
ゆ
っ
た
り
と
く
つ
ろ
ぐ
旅
を

提
供
す
る
こ
と
で
、
観
光
需
要
を
誘
発
し
、

鳥
海
山
の
観
光
振
興
が
図
ら
れ
る
と
い
う

意
義
は
相
当
大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

    

　
沿
線
を
軸
に
、
誰
も
が
利
用
で
き
る
鉄

道
で
あ
り
な
が
ら
、
実
際
は
通
学
利
用
に

偏
り
、
赤
字
体
質
に
陥
っ
て
い
る
実
態
。

旅
行
セ
ン
タ
ー
事
業
な
ど
の
地
道
な
努
力

を
積
み
重
ね
て
も
、
な
お
厳
し
さ
が
増
し

て
い
ま
す
。
再
生
計
画
で
は
、
鳥
海
山
観

光
振
興
策
の
拠
点
施
設
と
い
う
付
加
価
値

を
高
め
る
ね
ら
い
も
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

経
営
再
生
へ
の
取
り
組
み
は
、
市
全
体
で

ど
の
よ
う
な
利
用
や
Ｐ
Ｒ
を
図
り
、
効
率

的
で
安
定
性
の
あ
る
経
営
を
進
め
て
い
く

か
が
カ
ギ
に
な
り
ま
す
。 

　
新
た
な
方
向
性
を
目
指
し
、
総
合
的
に

進
む
針
路
と
な
る
再
生
計
画
。
こ
の
実
施

に
あ
た
り
、
住
民
に
よ
る
鉄
道
の
利
用
な

く
し
て
、
計
画
の
推
進
は
お
ぼ
つ
か
な
い

と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
つ

ま
り
、
由
利
高
原
鉄
道
の
屋
台
骨
を
支
え

る
の
は
、
私
た
ち
自
身
だ
と
い
う
こ
と
で

す
。 

　
再
生
計
画
の
国
へ
の
提
出
を
機
会
に
、

こ
の
こ
と
を
心
に
刻
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

由
利
高
原
鉄
道
の
現
状 

地
域
の
足 

2

低
金
利
で
基
金
の
利
息
は
　
万
円 

20

公
共
交
通
機
関
と
い
う
使
命 

鉄
道
の
旅
が
持
つ
魅
力
を
発
信 

誰
で
も
利
用
で
き
る
鉄
道
、 

屋
台
骨
を
支
え
る
の
は
私
た
ち 



７ Ｙｕｒｉｈｏｎｊｏ  ｃｉｔｙ  ｐｕｂｌｉｃ  Ｒｅｌａｔｉｏｎｓ.   ２００７ ６ 平成　年　月　日号　 広報ゆりほんじょう 

■由利高原鉄道  経営の状況 

６０ ６２ 元 ３ ５ ７ ９ １１ １３ １５ １７ 
-８０００万円 

-７０００万円 

-６０００万円 

-５０００万円 

-４０００万円 

-３０００万円 

-２０００万円 

-１０００万円 

-５００万円 

０ 
５００万円 

９９７千円千円 ９９７千円 

４,９１６千円 ４,４６４千円 ３,２５７千円 

-６,６７６千円 

-１６,１７９千円 

-４４,０３４千円 

１４,１７９千円 ４２,１５０千円 ５５,１８０千円 ７１,９７０千円 ７６,０５０千円 ７６,３５６千円 

-５８,３４８千円 

-７８,７１８千円 -７４,１８１千円千円 -７４,１８１千円 -７６,５６３千円千円 -７６,５６３千円 

矢島駅の旅行センターで 

経営損益 

赤字補填対象額 

開
業
セ
レ
モ
ニ
ー
の
後
、
記
念
列
車
が
出
発 

（
昭
和
六
十
年
十
月
一
日
、
羽
後
本
荘
駅
） 

開
業
当
日
の
旧
矢
島
駅
前 

旧
前
郷
駅
で
列
車
の
到
着
を
待
つ
人
。 

左
に
は
「
お
ば
こ
」
の
姿
が 

矢島駅で列車の到着を待つ車 

デイサービスを利用する人たちも和やかに 

込
み
合
う
矢
島
駅
の
ホ
ー
ム（
昨
年
二
月
） 

車イスでの乗降にも対応し、 
利用向上に努めています 

各駅の愛好会の皆さんによる 
環境整備活動も盛んです 

＊　　　 由利高原鉄道再生計画まとまる 

６  広報ゆりほんじょう広報ゆりほんじょう 平成　年　月　日号　 広報ゆりほんじょう １９ ２ １ 

　
昭
和
五
十
年
か
ら
、
前
郷
駅
の

待
合
室
に
花
を
生
け
て
い
ま
す
。

当
時
、
廃
線
か
も
し
れ
な
い
と
い

う
話
が
出
て
い
ま
し
て
、
古
い
駅

舎
で
し
た
が
、
花
を
飾
れ
ば
明
る

く
な
る
か
な
と
い
う
思
い
か
ら
始

め
て
、
か
れ
こ
れ
三
十
四
年
で
す
。

い
た
ず
ら
さ
れ
た
り
、
壊
さ
れ
た

り
す
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
す

る
声
も
あ
り
ま
し
た
が
、
み
ん
な

マ
ナ
ー
が
良
く
、
そ
ん
な
こ
と
は

一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
。
身
近
な
駅

を
大
切
に
思
っ
て
い
る
の
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。
鉄
道
が
な
く
な
れ

ば
本
当
に
大
変
で
す
。
ず
っ
と
存

続
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

由
利
高
原
鉄
道
に
対
す
る
思
い
を 

三
人
の
方
か
ら
伺
い
ま
し
た
。 

菊 地  容 子さん 

北 島  朝 子さん 

　
子
ど
も
が
小
学
校
に
「
お
ば
こ

号
」
で
通
っ
て
い
ま
す
。
児
童
生

徒
の
通
学
に
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
の

で
、
や
は
り
地
元
に
と
っ
て
な
く

て
は
な
ら
な
い
鉄
道
で
す
。
小
学

三
年
生
ま
で
は
通
学
定
期
券
へ
の

補
助
が
あ
り
助
か
り
ま
す
。
上
の

学
年
に
な
る
と
自
費
な
の
で
、
自

家
用
車
で
送
っ
た
り
と
か
、
正
直
、

土
日
は
足
が
遠
の
く
感
じ
で
す
。

身
近
な
交
通
機
関
で
す
し
、
本
荘

へ
買
い
物
に
行
く
時
な
ど
、
親
子

で
利
用
し
た
い
な
と
話
し
て
い
ま

す
。
沿
線
の
小
さ
な
祭
り
な
ど
を

紹
介
し
、
鉄
道
マ
ニ
ア
を
呼
び
込

む
策
な
ど
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。 

　
四
季
折
々
、
「
田
園
風
景
を
見

た
い
」
と
由
利
高
原
鉄
道
を
利
用

す
る
お
客
さ
ん
の
送
迎
に
当
た
っ

て
い
ま
す
。
矢
島
駅
は
新
し
く
き

れ
い
で
、
評
判
は
い
い
で
す
よ
。

車
で
来
ら
れ
な
い
方
に
は
、
い
つ

も
「
Ｊ
Ｒ
羽
越
線
経
由
で
、
高
原

鉄
道
に
乗
っ
て
い
ら
し
て
く
だ
さ

い
」
と
案
内
し
て
い
ま
す
。 

　
国
体
で
、
由
利
高
原
鉄
道
を
利

用
す
る
と
い
う
チ
ー
ム
か
ら
連
絡

が
あ
り
ま
し
た
。
思
い
出
に
残
る

大
会
と
な
り
、
鉄
道
の
Ｐ
Ｒ
に
も

つ
な
が
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
の
協
力
体
制
が
大
事
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

真 坂  久 福さん 

（72歳・前郷） 

（38歳・矢島町川辺） 

（66歳・ 
鳥海地域の公共宿泊施設支配人） 

　由利高原鉄道（株）では、矢島地域で 
のイベントに合わせて無料で利用 
できる「特別列車」を運行します。 
　お誘い合わせのうえ、ご来場 
ください。 

やしま冬まつり、 
酒蔵開放に合わせて 

●期日 ２月10日（土） 

10：50 
11：52

14：55 
15：50

羽後本荘駅 発 矢島駅 発 

※イベントの内容は20　に掲載 ペー 
ジ 

駅
を
大
切
に
思
っ
て 

く
れ
て
い
ま
す 

地
元
に
と
っ
て
必
要
な 

鉄
道
で
す 

国
体
を
契
機
に
一
層
の 

Ｐ
Ｒ
が
で
き
る
よ
う 

由利高原鉄道を紹介する旅行雑誌（昨年８月） 



９ Ｙｕｒｉｈｏｎｊｏ　ｃｉｔｙ　ｐｕｂｌｉｃ　Ｒｅｌａｔｉｏｎｓ．２００７

　◎本荘図書館　�２２－４９００
○２月のおはなし劇場

▽とき…２月１０日�　午後２時～

▽ところ…本荘図書館児童閲覧室

▽内容…絵本の読み聞かせ、エプロンシア
　　ター、つくってあそぼう、他

○２月の展示
・大人のためのファンタジー本（一般）
・節分に関する本（児童）

　◎岩城図書館　�７３－３６７３
○お話し会「星のひとみ」

▽とき…２月１６日�　午後３時３０分

○２月の展示
・作家「川上弘美」特集
・絵本「武田美穂」特集

　◎由利図書館　�５３－２１２１
○２月の展示
・　「芋たこなんきん・田辺聖子特集」
・　「ガーデニング情報―春に向け花づくり、
　庭づくりの下準備―」
・　「鬼が出てくる本・えほんコーナー」

　

詩
人
の
谷
川
俊
太
郎
氏
の
作
詞
、
子
息
の
谷
川
賢
作
氏
の

作
曲
に
よ
る
市
歌
の
Ｃ
Ｄ
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、
希
望
者
へ

の
頒
布
を
開
始
し
ま
し
た
。

  
Ｃ
Ｄ
に
は
、
女
性
ソ
ロ
ボ
ー
カ
ル
・
ピ
ア
ノ
伴
奏
と
、
本

荘
由
利
地
区
吹
奏
楽
連
盟
、
市
内
高
等
学
校
五
校
吹
奏
楽
部

の
演
奏
で
、
由
利
本
荘
市
合
唱
連
盟
、
本
荘
高
等
学
校
音
楽

部
、
本
荘
北
中
学
校
合
唱
部
の
合
唱
な
ど
四
曲
が
収
録
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
Ｃ
Ｄ
を
二
月
一
日
か
ら
頒
布
し
て
い
ま
す
。
枚
数
に

限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
最
寄
り
の
総
合

支
所
・
出
張
所
な
ど
で
お
早
め
に
お
求
め
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
Ｃ
Ｄ
に
比
べ
て
音
質
は
低
下
し
ま
す
が
、
市
歌

は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎収録内容
　１．女性ソロボーカル・ピアノ伴奏
　２．ピアノ演奏
　３．合唱・吹奏楽伴奏
　４．吹奏楽演奏
◎価格　１枚５００円（税込み・代金引換）
◎頒布窓口
　各総合支所振興課および各出張所、南
　内越公民館
◎問い合わせ先
　市役所企画調整課（�２４－６２２６）

二二
月月
のの
図図
書書
館館
休休
館館
日日

本
荘
図
書
館

　

日�
・　

日�
・　

日�

１１

１８

２８

岩
城
図
書
館

５
日�
・　

日�
・　

日�
・

１１

１２

　

日�
・　

日�

１９

２６

由
利
図
書
館

　

日�
１１

　　▲

▲　ＣＤ収録のようす（１１月３日本荘文化会館）

目
を
輝
か
せ
て
お
話
に
聞

き
入
る
子
ど
も
た
ち

エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
は
子
ど

も
た
ち
に
人
気
の
コ
ー
ナ
ー

由利本荘の賛歌、清らかなメロディーをお手元に　由利本荘の賛歌、清らかなメロディーをお手元に

平成１９年２月１日号　　広報ゆりほんじょう ８

■
直
根
小
の
児
童
が
前
走
で
滑

　

り
ま
す

　

リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
に
続
き
、
地
元

・
直
根
小
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
の
女
子
児
童
が
競
技
で
前
走

を
務
め
ま
す
。
晴
れ
舞
台
を
飾
る
子

ど
も
た
ち
の
活
躍
に
も
ご
注
目
く
だ

さ
い
。

■
ス
タ
ー
タ
ー
は
荻
原
健
司
氏
に

　

リ
レ
ー
競
技
の
ス
タ
ー
タ
ー
は
、
参

議
院
議
員
で
冬
季
五
輪
・
ノ
ル
デ
ィ
ッ

ク
複
合
二
大
会
連
続
金
メ
ダ
リ
ス
ト

の
荻
原
健
司
氏
に
決
ま
り
ま
し
た
。

■
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
ご
利

　

用
く
だ
さ
い

　

競
技
会
場
付
近
へ
の
一
般
観
覧
の

方
の
車
の
乗
り
入
れ
は
制
限
さ
れ
ま

す
。
会
場
へ
は
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

を
ご
利
用
の
う
え
、
お
い
で
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
ホ
ッ
ト
ド
リ
ン
ク
の
サ
ー
ビ

　

ス
も
あ
り
ま
す

　

競
技
当
日
は
き
り
た
ん
ぽ
汁
、

ホ
ッ
ト
ド
リ
ン
ク
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス

（
数
量
限
定
）
も
あ
り
ま
す
。
多
く

の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

　

第
六
十
二
回
国
民
体
育
大
会
〈
秋

田
わ
か
杉
国
体
〉
冬
季
大
会
が
、
い

よ
い
よ
二
月
十
日
に
開
幕
。
本
市
鳥

海
地
域
で
は
「
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
競
技
」

が
行
わ
れ
ま
す
。

　

十
日
は
非
公
式
練
習
、
十
一
日
に

公
式
練
習
・
開
始
式
が
行
わ
れ
、
十

二
日
の
朝
九
時
に
競
技
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
声
援

を
お
願
い
し
ま
す
。

矢島駅　 ▼　会　場
７：５５　　８：４０
９：５０　　１０：３５

会　場　 ▼　矢島駅
１０：４５　　１１：３０
１３：５０　　１４：３５

●矢島線〈矢ノ本、紫水館経由〉

無料シャトルバス発着時刻表

道の駅 ▼　下小川　 ▼　紫水館　 ▼　会　場
７：４５　　８：０５　　８：２０　　８：４５
１０：００　　１０：２０　　１０：３５　　１１：００

●笹子線〈本屋敷、根子、中平根経由〉

会　場　 ▼　紫水館　 ▼　下小川　 ▼　道の駅
１１：０５　　１１：３０　　１１：４５　　１２：０５
１３：３０　　１３：５５　　１４：１０　　１４：３０

直根公民館　 ▼　大　川　端　 ▼　会　　　場
　８：１５　　　　８：３０　　　　８：４５
　１０：３０　　　　１０：４５　　　１１：００

●直根線〈直根診療所、下直根、スキー場経由〉

会　　　場　 ▼　大　川　端　 ▼　直根公民館
　１１：０５　　　　１１：２０　　　　１１：３５
　１４：００　　　　１４：１５　　　　１４：３０

スキー場　 ▼　会　場
８：３５　　８：４５
９：３０　　９：４０
１０：５０　　１１：００
１１：３０　　１１：４０

会　場　 ▼　スキー場
１０：３５　　１０：４５
１２：３０　　１２：４０
１３：１５　　１３：２５
１４：００　　１４：１０

●スキー場線／鳥海オコジョランドスキー場 バイアスロン競技に出場するお二人
「３位以内入賞をめざします」伊藤
淳一さん（４８歳・大内長坂・左）、「入
賞めざして頑張ります」藤山浩幾さ
ん（４５歳・鳥海町上直根）

※アルペン競技出場選手の紹介は１３１３�

▲
猿
倉
町
内
会
製
作
の
歓
迎
看
板　
「
さ
あ
、
み
ん
な
で
応
援
し
よ
う�
」
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贈
与
税
の
申
告
も
お
忘
れ
な
く

　

一
年
間
に
百
十
万
円
を
超
え
る
現
金
な
ど
の

財
産
を
も
ら
っ
た
人
は
、
二
月
一
日
か
ら
三
月

十
五
日
ま
で
の
間
に
申
告
が
必
要
で
す
。

土
地
や
建
物
を
売
っ
た
と
き
は

　

譲
渡
所
得
と
な
り
、
申
告
が
必
要
で
す
。
た

だ
し
、
マ
イ
ホ
ー
ム
を
売
っ
た
と
き
や
買
い
換

え
を
し
た
と
き
な
ど
は
、
一
定
の
要
件
の
も
と

に
課
税
の
軽
減
特
例
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

償
却
資
産
の
申
告
は
お
済
み
で
す
か

　

該
当
す
る
人
に
は
申
告
書
を
送
付
済
み
で
す

が
、
未
提
出
の
人
や
申
告
書
が
送
付
さ
れ
て
い

な
い
人
は
、
市
税
務
課
資
産
税
班
（�
　
　　�
　
６

２４

３
０
４
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

農
業
所
得
の
計
算

　

水
稲
の
作
付
け
面
積
が
二�
未
満
で
、
簡
易

計
算
で
申
告
さ
れ
る
農
家
の
方
は
、
Ｊ
Ａ
秋
田

し
ん
せ
い
か
ら
発
行
さ
れ
る
「
農
林
産
物
販
売

金
額
内
訳
書
（
申
告
用
）」「
農
業
所
得
の
申
告

に
係
わ
る
各
種
証
明
書
」
を
忘
れ
ず
に
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。
平
成
十
八
年
分
の
所
得
率
は
二

十�
で
す
。

所
得
税
・
住
民
税
の
税
率
が
変
わ
り
ま
す

　
　
「
三
位
一
体
改
革
」
の
税
源
移
譲
に
よ
り
、

平
成
十
九
年
分
所
得
の
所
得
税
（
国
税
）
が
六

段
階
に
細
分
化
さ
れ
、
平
成
十
九
年
度
住
民
税

（
市
・
県
民
税
）
が
一
律
十�
に
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
本
紙
一
月
十
五
日
号
十
五�
ま

た
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

nta.go.jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

定
率
減
税
が
変
わ
り
ま
す

　

平
成
十
八
年
分
所
得
税
に
対
し
て
は
十�
（
上

限
十
二
万
五
千
円
）
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
十
九

年
度
市
・
県
民
税
の
課
税
で
は
廃
止
さ
れ
ま
す
。

老
年
者
非
課
税
措
置
が
廃
止

経
過
措
置
が
と
ら
れ
ま
す

　

平
成
十
七
年
一
月
一
日
現
在
六
十
五
歳
以
上

で
、
合
計
所
得
金
額
が
百
二
十
五
万
円
以
下
の

人
に
対
す
る
非
課
税
措
置
の
廃
止
に
伴
い
、
平

成
十
八
年
度
課
税
分
か
ら
経
過
措
置
が
と
ら
れ

て
い
ま
す
。
平
成
十
九
年
度
の
該
当
者
は
、
税

額
の
三
分
の
一
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
十
九
年
一
月
一
日
現
在
由
利
本
荘
市
に

居
住
し
（
住
民
登
録
の
有
無
を
問
わ
ず
）、
次
の

い
ず
れ
か
の
項
目
に
該
当
す
る
個
人
ま
た
は
事

業
者
は
、
申
告
が
必
要
で
す
。

事
業
者
な
ど

　

平
成
十
八
年
中
に
営
業
・
農
業
・
そ
の
他
の

事
業
を
営
ん
だ
人
や
、
不
動
産
・
雑
・
譲
渡
・

一
時
所
得
な
ど
が
少
し
で
も
あ
っ
た
人

給
与
所
得
者

○
給
与
以
外
に
農
業
・
不
動
産
所
得
な
ど
他
の

　

所
得
が
あ
っ
た
人
（
給
与
以
外
の
所
得
が
二

　

十
万
円
以
下
で
、
確
定
申
告
が
不
要
な
場
合

　

で
も
、
市
・
県
民
税
の
申
告
は
必
要
で
す
）

○
給
与
所
得
の
み
の
人
で
、
平
成
十
八
年
の
途

　

中
で
就
職
や
退
職
を
し
た
り
、
二
カ
所
以
上

　

の
事
業
所
か
ら
給
与
を
受
け
た
人
で
、
年
末

　

調
整
を
し
て
い
な
い
人

○
給
与
の
年
収
が
、
二
千

　

万
円
を
超
え
る
人

○
一
月
三
十
一
日
ま
で
に
、

　

勤
務
先
事
業
所
か
ら
市

　

税
務
課
に
「
給
与
支
払

　

報
告
書
」
が
提
出
さ

　

れ
な
か
っ
た
人

※
確
定
申
告
不
要
の
給
与

所
得
者
で
も
、
医
療
費
控
除
、
住
宅
ロ
ー
ン
控

除
な
ど
が
受
け
ら
れ
る
場
合
は
、
確
定
申
告
に

よ
り
所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

還
付
申
告
す
る
場
合
は
、
給
与
以
外
の
所
得

額
の
合
計
が
二
十
万
円
以
下
で
あ
っ
て
も
、
こ

れ
を
含
め
て
申
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

公
的
年
金
な
ど
の
受
給
者

　

所
得
税
を
源
泉
徴
収
さ
れ
て
い
る
人
、
社
会

保
険
料
・
生
命
保
険
料
・
損
害
保
険
料
・
配
偶
者

控
除
・
扶
養
控
除
な
ど
を
受
け
よ
う
と
す
る
人

そ
の
他

　

雑
損
控
除
や
医
療
費
控
除
を
受
け
よ
う
と
す

る
人

※
所
得
が
な
か
っ
た
人
で
も
、
国
民
健
康
保
険

税
の
低
所
得
者
軽
減
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る

と
き
や
、
福
祉
・
国
民
年
金
関
係
の
手
続
き
の

た
め
に
申
告
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
電

話
な
ど
で
市
税
務
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

○
平
成
十
八
年
中
の
所
得
が
給
与
の
み
の
人
で
、

　

勤
務
先
で
年
末
調
整
を
終
え
、
給
与
支
払
報

　

告
書
が
市
税
務
課
に
提
出
さ
れ
た
人

○
所
得
が
全
く
な
く
、
家
族
な
ど
の
扶
養
と

　

な
っ
て
い
た
人

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い
人

申
告
に
関
す
る
注
意

　これにより取り扱いが下記の
通り変わります。なお、書面によ
る登記申請も引き続き可能です。
○登記の申請や「登記事項証明
　書」の請求がインターネット
　でできます。
○「登記済証（権利証）」に代
　えて「登記識別情報」が通知
　され、「登記完了証」が交付
　されます。
○法務局本荘支局が管轄する１
　筆の土地、または１個の建物
　ごとに「不動産番号」が付さ
　れます。
※「登記事項証明書」、「登記完
了証」などに表示されます。

問い合わせ先　
　法務局本荘支局（�２２－１２００）
法務省ホームページ
　http://shinsei.moj.go.jp/

対象は「不動産」「商業・法人」登記

「あい・みちのく」―北東北地域連携軸構想推進協議会

��

��

��

��

��

��

・
つ
ば
き
ま
つ
り
（
〜
３
月　

日
）

２５

・
わ
ん
こ
そ
ば
全
日
本
大
会
（
２
月　

日
）

１１

・
た
ろ
し
滝
測
定
（
２
月　

日
）

１１

・
宿
場
の
雛
ま
つ
り
（
２
月　

日
〜
３
月
４
日
）

２３

・
五
大
尊
蘇
民
祭
（
２
月　

日
）

２４

・
花
巻
温
泉
さ
く
ら
ま
つ
り
（
４
月
下
旬
）

・
大
沢
温
泉
金
勢
ま
つ
り
（
４
月　

日
）

２９

・
夏
油
高
原
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
ハ
イ
キ
ン
グ

（
２
月　

日
・
３
月　

日
）

２５

１１

・
駅
前
に
ぎ
わ
い
フ
ェ
ア
（
２
月　

日
〜　

日
）

２３

２４

・
北
上
展
勝
地
さ
く
ら
ま
つ
り
（
４
月　

日
〜
５
月
５
日
）

１８

・
遠
野
物
語
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
（
２
月
４
日
）

・
遠
野
ど
べ
っ
こ
祭
り
（
〜
３
月
４
日
）

・
遠
野
昔
ば
な
し
祭
（
２
月
３
日
〜
４
日
）

・
遠
野
町
家
の
ひ
な
ま
つ
り
（
２
月　

日
〜
３
月
４
日
）

２８

・
海
の
釜
石
味
覚
ま
つ
り�
春
の
陣�（

５
月
３
日
〜
５
日
）

・
全
日
本
農
は
だ
て
の
つ
ど
い
（
２
月　

日
）

１１

・
黒
石
寺
蘇
民
祭
（
２
月　

日
〜　

日
）

２３

２４

ひと・もの・こころをつなぐ新しい地域づくりのプロジェクト

（写真）

①大船渡市「つばきま

つり」②花巻市「わん

こそば全日本大会」

③北上市「北上展勝地

さくらまつり」④遠野

市「昔ばなし祭」⑤釜

石市「海の釜石味覚ま

つり」⑥奥州市「黒石

寺蘇民祭」⑦横手市

「かまくら」⑧湯沢市

「犬っこまつり」⑨大

仙市「刈和野大綱引き」

構
成
市
の
主
な
イ
ベ
ン
ト
（
岩
手
県
）

・
か
ま
く
ら
（
２
月　

日
〜　

日
）

１５

１６

・
あ
き
た
十
文
字
映
画
祭
（
２
月　

日
〜　

日
）

１０

１２

・
ぼ
ん
で
ん
（
横
手
・
２
月　

日
〜　

日
）

１６

１７

・
梵
天
ま
つ
り
（
増
田
・
２
月　

日
）

１８

・
白
鳥
飛
来
（
〜
３
月
）

・
犬
っ
こ
ま
つ
り
（
２
月　

日
〜　

日
）

１０

１１

・
秋
の
宮
温
泉
郷
灯
幻
郷
冬
物
語
〜
か
だ
る
雪
ま
つ
り
〜

（
２
月
３
日
〜
４
日
）

・
刈
和
野
大
綱
引
き
（
２
月　

日
）

１０

　　「あいライン」は、太平洋と日本海を結
ぶ秋田（あきた）と岩手（いわて）の１０市
が、地域を結び、明日（あす）と今（いま）
の時代をつなぎ、活動（アクティビティ）
と主体性（イニシアチブ）をもって世界へ
開かれた交流を目指そうと発足した「北東
北地域連携軸構想推進協議会」のことです。
キャッチフレーズは「あい・みちのく」。
ともに手を携え、新時代の地域連携軸を築
くため、さまざまな事業を行っています。
「あいライン」ホームページ
　http://www.kitakami.ne.jp/̃ailine11

由　利�
本荘市�

大仙市�

横手市�

湯沢市�

北上市�

花巻市�

奥州市�
大船渡市�

釜石市�
遠野市�

あいラインの構成市�あいラインの構成市�

��

��

��

構
成
市
の
主
な
イ
ベ
ン
ト
（
秋
田
県
）

奥
州
市

奥
州
市

「あいライン」ってなあに？

釜
石
市

釜
石
市

遠
野
市

遠
野
市

北
上
市

北
上
市

花
巻
市

花
巻
市

大
船
渡
市

大
船
渡
市

大
仙
市

大
仙
市

湯
沢
市

湯
沢
市

横
手
市

横
手
市

「
あ
い
ラ
イ
ン
」
に
つ
い
て
の

問
い
合
わ
せ
先

市
共
同
参
画
交
流
課

（�
　
�
６
２
３
４
）
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鳥
海
町
伏
見
の
太
平
山
三
吉
神
社
祭
典

が
一
月
二
十
日
に
行
わ
れ
、
交
通
安
全
や

豊
作
を
願
い
、
地
域
の
若
者
た
ち
が
長
持

ち
を
奉
納
し
ま
し
た
。

※取材を通し、コメントをおうかがいしました。�

新田烈子さん
（７１歳・鳥海町下直根）

岡田友生さん（３４
歳）・桂さん（８歳）
親子（万願寺）

今回も最高のツアーでした！

　昨秋に続き、「観光施設
巡りツアー」に参加しまし
た。お天気もよく、最高で
す。新山神社には５０数年ぶ
りに登り、いい記念になり
ました。市内は広く、この
ツアーは良い企画です。他
市からお客さんを呼べるよ
うになってほしいですね。

 凧 揚げ、気持ち良かった！
たこ

　友生さん「友達家族に誘われて、初めて
参加しました。天気が良くて良かったです」
桂さん「凧揚げのやり方は分かっていたん
だけど、難しかった～。でも楽しかったし、
すごく気持ち良かったヨ�」

初地蔵 　 
かんじき

 詣 、　　　　　
まいり

ずっと続けていきたい

折渡千体地蔵護持会
�橋喜一郎会長
（７９歳）

　　「平成３年から行ってい
る行事だが、今年のように
雪のない年は初めて。東北
６県でもかんじきを履いて
詣でるイベントはここにし
かないと聞く。昔のように
かんじきを履き、雪に埋も
れた地蔵様にあいさつをし
てまわることで、昔の人の
難儀もわかる。平和の願い
を込めて、これからもずっ
と続けていきたい」

　

当
日
は
晴
天
。
暖
冬
も
あ
っ
て
道
に
は

雪
が
な
く
、「
毎
年
、
吹
雪
の
中
。
こ
れ

ほ
ど
穏
や
か
な
天
気
は
記
憶
が
な
い
」
と

の
声
で
し
き
り
。
酒
樽
や
福
俵
（
米
俵
）

な
ど
を
か
つ
い
だ
伏
見
と
大
栗
沢
集
落
の

若
者
た
ち
が
ホ
ラ
貝
の
音
を
鳴
り
響
か
せ

な
が
ら
威
勢
よ
く
町
内
を
練
り
歩
き
、

家
々
の
前
で
は
長
持
ち
唄
を
歌
っ
て
、
今

年
一
年
の
無
火
災
や
家
内
安
全
な
ど
を

願
っ
て
い
ま
し
た
。

　

二
月
十
日
か
ら
鹿
角
市
で
開
催
さ
れ
る
「
秋
田
わ
か
杉

国
体
・
冬
季
大
会
」
の
ア
ル
ペ
ン
競
技
に
、
本
市
か
ら
次

の
方
々
が
出
場
さ
れ
ま
す
。
ご
活
躍
を
お
祈
り
し
ま
す
。

豊　島　　　拓　さん
（１９歳・立命館大学・矢島町�内）

男
子
大
回
転
／
成
年
Ａ

男
子
大
回
転
／
成
年
Ａ

女
子
大
回
転
／
成
年
Ａ

長　沼　敬　晴　さん
（２０歳・東洋大学・東由利西ノ浜）

梅　原　玲　奈　さん
（２３歳・技研テクノロジー㈱／
　　　　矢島スキークラブ）

１２平成１９年２月１日号　　広報ゆりほんじょう

　

修
行
者
の
荒
行
を
起
源
と
し
、
一
年
の

五
穀
豊
穣
、
家
内
安
全
な
ど
を
祈
願
す
る

新
山
神
社
裸
ま
い
り
が
一
月
二
十
一
日
、

石
脇
地
区
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
地
元
の
九
つ
の
町
内
、
企
業

か
ら
参
加
し
た
約
二
百
七
十
人
の
若
衆
が
、

真
冬
の
寒
さ
を
も
の
と
も
せ
ず
に
、
早
朝

か
ら
水
ご
り
で
体
を
清
め
る
と
、
白
鉢
巻

き
に
白
腹
巻
き
、
白
足
袋
に
草
履
の
い
で

た
ち
で
、
酒
や
も
ち
、
魚
な
ど
を
担
い
で

「
ジ
ョ
ヤ
サ
、
ジ
ョ
ヤ
サ
」
の
力
強
い
掛

け
声
と
と
も
に
参
道
を
駆
け
上
が
り
、
周

り
は
熱
気
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
は
第
二
回
市
観
光
施
設

町内若衆２７０人が参道駆ける－

　

県
内
の
ス
キ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
員
が

集
い
、
一
月
二
十
日
と
二
十
二
日
、
鳥
海

高
原
矢
島
ス
キ
ー
場
で
「
第
九
回
県
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
種
目
別
交
流
会
ス
キ
ー
大

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
交
流
会

に
は
ス
キ
ー
技
術
の
向
上
を
め
ざ
し
、
全

県
か
ら
二
百
三
十
四
人
が
参
加
。
初
日
は

講
習
会
を
、
二
日
目
は
大
回
転
競
技
を
行

い
ま
し
た
。

　

講
習
の
中
で
、
谷
藤
奨
君
（
東
成
瀬
小

四
年
）
は
「
こ
の
大
会
に
は
去
年
か
ら
参

加
し
て
い
ま
す
。
地
元
の
ジ
ュ
ネ
ス
栗
駒

で
十
分
練
習
し
ま
し
た
。
レ
ー
ス
で
は
一

位
を
取
り
た
い
」
と
意
欲
を
見
せ
、
白
く

光
る
ゲ
レ
ン
デ
を
滑
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
季
新
設
さ
れ
た
四
人
乗
り
ク
ワ
ッ
ド

リ
フ
ト
も
好
評
。
矢
島
ス
キ
ー
場
で
は
、

今
月
二
十
五
日
に
「
ト
リ
プ
ル
ク
ロ
ス
大

会　
Ｉ
Ｎ　
Ｙ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
」
の
開
催
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

巡
り
ツ
ア
ー
が
行
わ
れ
、
七
十
七
人
の
参

加
者
が
勇
壮
な
若
衆
た
ち
の
姿
に
見
入
っ

て
い
ま
し
た
。

　　「第４２回本荘 凧 あげ大会」が１月２１日行
たこ

われ、家族連れなど約３００人が凧揚げを楽
しみました。
　会場となった友水公園では、県内外から
集まった凧愛好家たちの揚げる「会津唐人
凧（福島）」や「津軽凧（青森）」、「べらぼ
う（能代）」などのほか、子どもたちが凧
作り教室で作ったオリジナルの凧や鳥の形
をした凧など、色も形もさまざまな凧が空
のキャンバスで競演。すがすがしい青空の
広がる穏やかな天候の中、凧を風に乗せよ
うと歓声を上げながら走り回る子どもたち
の姿や、空を見上げて会話を弾ませる親子連れなどで
にぎわいました。
　主催した本荘凧の会の佐々木修一会長は、「今回は
例年より子どもたちが少ないのが残念。今後は『凧作
り教室』を市内全地域で行い、凧の普及と大会への参
加を図っていきたい」と話していました。

上
級
者
の
指
導
に
真
剣
に
耳
を

傾
け
る
子
ど
も
た
ち　
　
　
　

▼

「
ジ
ョ
ヤ
サ
、
ジ
ョ
ヤ
サ
」　

「
な
ん
の
、
こ
れ
し
き
…
」　

大
空
に
元
気
よ
く
凧
を

泳
が
せ
る
親
子　
　
　



問い合わせ先�
市健康管理課�

（本荘保健センター内�
　22－1834）�

または各総合支所�
福祉保健課へ�

献�血�ご協力ください�― ２月献血日程 ―�
日�
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�

26
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木�

金�

�

水
�

�

木�

�

月�

場　　　　所� 時　　間� 備　考�

�

�

�

成分献血�

・成分献血は、１時間ほどの時間が必要であり、場所によっ�
  ては予約制の所もあります。事前にお問い合わせください。�
・問い合わせは、当該地域の福祉保健課または、市健康管理�
　課へお願いします。�

内科・小児科�

午前１０時～午後４時�

休日応急診療所�

２月の診療日と予定当番医師�

４�
11�
12�
18�
25

日�曜日� 医　師　名�
日�
日�
月�
日�
日�

作左部　　　貢�
作左部　　　昇�
前　原　巳知夫�
高　橋　葉満子�
菊　池　四　郎�

本　荘�

日�

23

曜日�

金�

対象地域� 対　象　者� 受付時間� 会　　場�

平成18年３～７月生まれ� 13:00～14:00 本荘保健センター�

ポリオの予防接種（２月）�

乳幼児�
健診�
乳幼児�
健診�
乳幼児�
健診�（　 月）�２�

・母子手帳・アンケート票・バスタオルを忘れずにお持ちください。�
・３歳児健診を受ける方は、ご家庭でアンケート票の中の聴力と視力の検査を行って来てください。�
・本荘地域の７カ月児健診は、個別健診となります。�
・事前に健診の準備が必要なことから、お住まいの地域で受診してください。�
・当日、受診できない場合、及び不明な点は各総合支所にご相談ください。�

�

�

７�

�

�

９�

14�

�

15
�

�

�

16�

19�

20�

21�

�

22�

�

27
�

�

28

対象地域� 対　　象　　者� 受付時間� 会　　場�事　業　名�日�曜日�

�

�

水�

�

�

金�

水�

�

木�
�

�

金�

月�

火�

水�

�

木�

�

火
�

�

水�

�

１歳６カ月児健診�

３ 歳 児 健 診 �

�

４・７・10カ月児健診�

�

４・７・10カ月児健診�

１歳６カ月児健診�

３ 歳 児 健 診 �

�

４・７・10カ月児健診�

�

２歳児歯科健診�

２歳児歯科健診�

１歳６カ月児健診�

４カ 月 児 健 診 �

３ 歳 児 健 診 �

10 カ 月 児 健 診 �

３ 歳 児 健 診 �

４・７・10カ月児健診�

４・７・10カ月児健診�

４・７・10カ月児健診�

平成17年６～８月生まれ�

平成15年５～９月生まれ�

平成18年９月13日～10月７日生まれ�

平成18年６月13日～７月７日生まれ�

平成18年３月13日～４月７日生まれ�

平成18年３月・６月・９月生まれ�

平成17年７月生まれ�

平成15年８月生まれ�

平成18年９月25日～10月15日生まれ�

平成18年６月25日～７月15日生まれ�

平成18年３月25日～４月15日生まれ�

平成16年４～６月生まれ�

平成16年11～12月生まれ�

平成17年６～８月生まれ�

平成18年10月生まれ�

平成15年６月30日～９月21日生まれ�

平成18年４月生まれ�

平成15年７～10月生まれ�

平成18年４月・７月・10月生まれ�

平成18年４月・７月・10月生まれ�

平成18年４月・７月・10月生まれ�

13:00～13:10�

12:45～13:00�

�

12:40～13:10�

�

12:30～12:50�

13:00～13:30�

13:00～13:30�

�

13:00～13:30�

�

９:00～９:20�

13:00～13:30�

12:00～12:30�

13:00～13:30�

12:40～13:00�

13:00～13:30�

13:00～13:30�

13:00～13:10�

12:45～13:00�

12:00～12:30

矢 島 �

由 利 �

�

大 内 �

�

西 目 �

本 荘 �

本 荘 �

�

岩 城 �

�

西 目 �

本 荘 �

鳥 海 �

本 荘 �

大 内 �

本 荘 �

岩 城 �

矢 島 �

由 利 �

鳥 海 �

矢島保健センター�

由利福祉保健センター�

�

大内保健センター�

�

西目保健センター�

本荘保健センター�

本荘保健センター�

�

岩城保健センター�

�

西目保健センター�

本荘保健センター�

鳥海保健センター�

本荘保健センター�

大内保健センター�

本荘保健センター�

岩城保健センター�

矢島保健センター�

由利福祉保健センター�

鳥海保健センター�

東由利総合支所�

ＪＡ秋田しんせい本店�

由利組合総合病院�

由利本荘市役所
�

�

ＴＤＫ由利本荘㈱本荘�

小林工業㈱�

矢島総合支所�

ＴＤＫ由利本荘㈱矢島�

14:30～16:00�

10:00～11:30�

13:00～16:00�

９:30～12:00�

13:00～16:30�

10:00～12:00�

13:30～16:00�

10:00～12:00�

14:30～16:00
※当番医師は変更になる場合もあ
　ります。�

　問い合わせ先…本荘由利広域休
　　日応急診療所（堤脇30：旧医
　　師会病院　２４－３９１７）平日
　　は市健康管理課（本荘保健セ
　　ンター　22－1834）�

▽
�

・ポリオワクチンは急性灰白随炎（小児マヒ）を予防するワクチンです。�
・ワクチンを６週間以上の間隔をおいて２回飲むと投与は完了です。�
・予防接種の間隔や、ワクチンの数量などの制限がありますので、お住まいの地区で接種してください。�
・詳しくは、市健康管理課または、各総合支所福祉保健課へお問い合わせください。�
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第
五
十
回
日
本
学
生
科
学
賞
の

中
央
審
査
に
お
い
て
、「
炭
の
で

き
方
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
取
り
組

ん
だ
出
羽
中
学
校
（
下
村
永
男
校

長
）
の
科
学
部
が
、
研
究
部
門
中

学
の
部
の
入
選
三
等
に
輝
き
ま
し
た
。

　

同
中
の
科
学
部
で
は
十
九
人
の

部
員
が
、『
有
機
物
を
燃
や
せ
ば

何
で
も
炭
に
な
る
と
い
う
の
は
本

当
か
』
と
い
う
こ
と
を
、
自
分
た

ち
の
身
近
に
あ
る
食
品
を
加
熱
し

て
み
る
こ
と
か
ら
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

市
民
の
交
通
安
全
啓
発
や
街
頭

指
導
に
あ
た
る
市
交
通
指
導
隊

（
安
保
榮
和
隊
長
・
隊
員
六
十
二

人
）
の
観
閲
式
が
一
月
二
十
一
日
、

新
山
神
社
下
広
場
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

観
閲
式
に
さ
き
が
け
て
、
新
山

神
社
で
今
年
一
年
の
交
通
安
全
を

祈
願
し
た
隊
員
た
ち
は
、
柳
田
市

長
や
佐
々
木
由
利
本
荘
警
察
署
長

か
ら
激
励
を
受
け
、
交
通
安
全
指

導
の
充
実
、
交
通
事
故
の
撲
滅
の

決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

百
種
類
近
く
も
の
食
品
を
一
つ

ひ
と
つ
バ
ー
ナ
ー
で
加
熱
し
て
い

く
地
道
な
作
業
。
炭
化
し
に
く
い

も
の
に
苦
労
し
た
り
し
た
結
果
、

肉
や
魚
で
は
燃
え
る
炭
が
で
き
に

く
く
、
植
物
で
作
っ
た
炭
が
燃
え

や
す
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

三
年
生
の
羽
田
省
治
部
長
は

「
時
間
が
か
か
っ
て
大
変
な
こ
と

も
あ
っ
た
け
ど
、
全
国
入
選
と
い

う
結
果
が
残
せ
て
よ
か
っ
た
」
と

語
り
、
新
た
な
研
究
に
取
り
組
む

一
・
二
年
生
は
「
三
年
生
と
協
力

し
て
賞
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
。

そ
れ
に
勝
る
よ
う
な
研
究
が
し
た

い
」
と
抱
負
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

新
春
恒
例
の
本
荘
囲
碁
大
会
が

一
月
八
日
に
、
ま
た
、
本
荘
将
棋

大
会
が
一
月
二
十
一
日
、
本
荘
勤

労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
行
わ
れ
、
囲

碁
や
将
棋
の
愛
好
者
が
腕
前
を
競

い
熱
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
本
市
と
に
か
ほ
市
か

ら
、
囲
碁
大
会
に
二
十
八
人
、
将

棋
大
会
に
五
十
五
人
が
参
加
。
少

年
の
部
や
階
級
別
に
分
か
れ
、
制

限
時
間
い
っ
ぱ
い
の
長
考
の
中
で

妙
手
を
繰
り
出
し
て
い
ま
し
た
。

　

新
し
い
年
が
明
け
、
市
内
各
地

域
で
公
民
館
な
ど
が
主
催
す
る
書

き
初
め
大
会
が
、
地
域
の
書
道
会

な
ど
の
協
力
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

書
き
初
め
大
会
は
一
月
六
日
、

岩
城
公
民
館
が
高
城
セ
ン
タ
ー
の

ホ
ー
ル
を
会
場
に
開
催
し
た
「
新

春
書
き
初
め
会
」
が
皮
切
り
。

　

一
月
九
日
に
は
矢
島
公
民
館
が

日
新
館
で
、
西
目
公
民
館
が
シ
ー

ガ
ル
を
会
場
に
、
十
日
に
は
大
内

公
民
館
が
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
を
会
場
に
開
催
し
、
参
加
し

た
小
、
中
学
生
な
ど
が
学
年
ご
と

に
決
め
ら
れ
た
新
年
に
ふ
さ
わ
し

い
課
題
を
力
強
く
揮
毫
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
月
十
七
日
に
は
由
利

公
民
館
と
由
利
小
学
校
が
共
催
。

会
場
の
教
室
や
体
育
館
い
っ
ぱ
い

に
一
年
の
出
発
の
気
持
ち
を
み
な

ぎ
ら
せ
て
い
ま
し
た
。

受賞の盾を中に入選を喜ぶ出羽中科学部

長考して妙手を打つ�
（１月２１日　将棋大会）

講師の指導を受けながら書き
初め（１月１７日　由利小学校）

心を込めて揮毫
（１月９日　日新館）

柳田市長が隊員を観閲

１４平成１９年２月１日号　　広報ゆりほんじょう
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▽
と
き　

３
月　

日�
　

午
前　

時

１８

１０

　

開
会
式

▽
と
こ
ろ　

市
水
林
競
技
場

▽
種
目　

小
学
生
男
子
・
女
子　
�
、

１.５

　

中
学
生
男
子　
�
、
中
学
生
女
子

３.５

　
　
�
、
高
校
生
男
子　
�
・
７�
、

２．５

３．５

　

高
校
生
女
子　�
、
一
般
男
子
（　

３．５

４９

　

歳
以
下
）　
�
・
７�
、
一
般
女

３．５

　

子
（
年
齢
制
限
無
）　
�
、
壮
年

３．５

　

男
子
Ａ
（　

歳
代
）　
�
、
壮
年

５０

３．５

　

男
子
Ｂ
（　

歳
代
以
上
）　�
、
歩

６０

３．５

　

こ
う
会
（
競
争
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

▽
参
加
費　

小
・
中
学
生
１
千
円
、

　

高
校
生
・
一
般
２
千
円

　

※
歩
こ
う
会
は
無
料

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

２
月　

日�
ま
で
市
ス
ポ
ー
ツ
振

２０

　

興
課
（�
　
　　�
　
６
２
８
７
）

２４

▽
と
き　

２
月　

日�
　

午
前　

時

２３

１０

　

〜
午
後
０
時　

分
３０

▽
と
こ
ろ　

本
荘
由
利
地
域
職
業
訓

　

練
セ
ン
タ
ー

▽
内
容　

メ
ッ
シ
ュ
ワ
ー
ク
の
ポ
ー

　

チ
を
作
ろ
う

▽
定
員　
　

人
１０

▽
受
講
料　

１
千
円
（
材
料
代
実
費
）

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

職
業

　

訓
練
協
会
（�
　
　　�
　
５
５
０
２
）

２３

▽
と
き　

２
月　

日�
２０

▽
受
付　

午
前　

時
〜　

時　

分

１０

１０

３０

▽
と
こ
ろ　

本
荘
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
内
容　
　
「
親
の
心
配　

子
ど
も
の

　

心
配
」
〜
お
と
な
や
地
域
が
で
き

　

る
こ
と
〜

▽
講
師　

秋
田
大
学
医
学
部
小
児
科
学

　

教
室　

小
児
科
医
師　

渡
部
泰
弘
先
生

※
終
了
時
間
は
午
前　

時　

分
予
定

１１

４５

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

２
月　

日�
ま
で
本
荘
保
健
セ
ン

１６

　

タ
ー
（�
　
　　�
　
１
８
３
４
）

２２

　

託
児
あ
り
ま
す
。

　

自
然
や
歴
史
・
風
土
に
対
す
る
建

築
の
提
案
に
つ
い
て
、
秋
田
や
東
北

で
の
作
品
を
ご
紹
介
し
な
が
ら
講
演

し
ま
す
。

▽
と
き　

２
月　

日�
　

午
後
１
時

２３

　
　

分
〜

３０
▽
と
こ
ろ　

県
庁
第
２
庁
舎
８
階
大

　

会
議
室

▽
講
師　

㈱
青
島
裕
之
建
築
設
計
室

　

代
表
取
締
役　

青
島
裕
之
氏

▽
募
集
期
限　

２
月　

日�
ま
で

１９

▽
参
加
費　

無
料

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

県
建
築
住
宅
課
（�
０
１
８　　�
　
８

　

６
０　　�
　
２
５
６
１
）

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
講
習　
　

第　

回
由
利
本
荘
市
ク
ロ
ス　
　

４２
カ
ン
ト
リ
ー
レ
ー
ス
・
歩
こ
う
会

子
育
て
講
演
会　
　
　
　
　

「
地
域
を
活
か
す
建
築
」　
講
演
会

今今
月月
はは
「「
省省
エエ
ネネ
ルル
ギギ
ーー
月月
間間
」」
でで
すす
。。

　

限
り
あ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
を
大
切
に
す
る
と
と
も
に
、

地
球
温
暖
化
を
防
止
す
る
た
め
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
大
切
に
使
う
よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

▽とき　２月２３日�～２５日�　
　　午前９時～午後５時

▽ところ　本荘由利広域交流センター

▽教材費　３，０００円

▽受講資格　男女問わず高校生以上で、全
　　日程参加できる方

▽募集人員　３０人

▽申込期限　２月２１日�
※全日程修了した方には受講証を、検定合
格者には認定証を交付します。
　筆記用具持参、動きやすい服装でお願い
します。

▽申し込み・問い合わせ
　　日本赤十字社秋田県支部
　　�０１８－８６４－２７３１　ＦＡＸ０１８－８６４－６８５２
　　ＵＲＬ　http://www.akita.jrc.or.jp
　　市福祉支援課（�２４－６３１５）

※携帯からもお申し込
　みできます。

～とっさの手当が命を救う～

正しい救命・応急手当の知識と
技術を学んでみませんか？

　本荘地域山内地内の市道『山内畑村線』は、昨年１２月

３０日発生の地滑りにより道路が崩壊しています。

　大変ご不便をおかけしますが、当分の間、右記区間が

全面通行止めとなりますので、ご協力よろしくお願いし

ます。現場復旧の見通しは今のところ未定です。

▽問い合わせ先　建設維持課（�２４－６３４１）

市道「山内畑村線」が
　一部通行止めになっています！

１６平成１９年２月１日号　　広報ゆりほんじょう

 
市
民
相
談
員
に
よ
る
相
談　

要
予
約

▽
と
き　

２
月
６
日�
、
９
日�
、

　
　

日�
、　

日�
　

午
後
１
時
〜

１６

２２

　

５
時

▽
と
こ
ろ　

市
役
所
市
民
相
談
室

▽
申
し
込
み　

市
民
相
談
室

行
政
相
談
・
人
権
困
り
ご
と
相
談

▽
と
き　

２
月　

日�
　

午
前　

時

１４

１０

　

〜
午
後
３
時

▽
と
こ
ろ　

市
役
所
附
属
会
館
１
号
室

消
費
生
活
相
談
員
に
よ
る
相
談

▽
と
き　

水
曜
日
以
外
の
毎
日

▽
と
こ
ろ　

市
役
所
市
民
相
談
室

公
証
人
に
よ
る
無
料
相
談　

要
予
約

▽
と
き　

２
月
８
日�
　

午
前
９
時

　
　

分
〜
正
午

３０
▽
と
こ
ろ　

市
役
所
５
階
第
６
会
議
室

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談　

要
予
約

▽
と
き　

２
月　

日�
　

午
前　

時

１５

１０

　

〜
午
後
３
時

▽
と
こ
ろ　

市
役
所
附
属
会
館
２
号
室

▽
申
し
込
み　

２
月
６
日�
　

午
前

　

８
時　

分
か
ら
受
付
（�
　
　　�
　
６

３０

２４

　

２
５
１
）

※
右
記
日
時
以
外
の
相
談
に
つ
い
て

は
、
各
総
合
支
所
市
民
課
、
市
民
相

談
室
の
職
員
が
対
応
し
て
い
ま
す
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

市

　

役
所
市
民
相
談
室
（�
　
　　�
　
６
２

２４

　

５
１
）
へ

　

軽
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
の
所

有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
す
で
に
所

有
権
を
移
転
さ
れ
た
方
や
車
両
を
廃

棄
さ
れ
た
方
は
、
手
続
き
が
必
要
で

す
。

　

車
種
に
よ
っ
て
届
出
先
が
異
な
り

ま
す
の
で
、
不
明
な
方
は
左
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

市
税
務
課
住
民

　

税
班
（�
　
　　�
　
６
３
０
３
、
Ｆ
Ａ

２４

　

Ｘ　
　　�
　
１
０
５
２
）、
ま
た
は
各

２７

　

総
合
支
所
振
興
課
税
務
班

　

市
で
は
、
次
に
よ
り
物
品
の
払
い

下
げ
を
行
い
ま
す
の
で
、
希
望
者
は

説
明
会
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

○
物
品
名　

小
型
動
力
ポ
ン
プ
積
載

　

車
５
台
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ
４
台

▽
最
低
売
却
価
額　

小
型
動
力
ポ
ン

　

プ
積
載
車
（
１
台
）
１
万
円

　

小
型
動
力
ポ
ン
プ
（
１
台
）
２
万
１
千
円

※
物
品
に
よ
り
年
式
等
が
異
な
り
ま

す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
説
明
会
に
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
説
明
会　

と
き
・
２
月
９
日�
　

　

午
前　

時
１１

　

と
こ
ろ
・
市
役
所
５
階
第
８
会
議
室

○
入
札
日　

と
き
・
２
月　

日�
　

１６

　

午
前
９
時　

分
３０

　

と
こ
ろ
・
市
役
所
５
階
第
８
会
議
室

▽
問
い
合
わ
せ
先　

市
管
財
課
（�

　
　
　　�
　
６
２
６
２
）

２４

　
　
「
職
員
に
い
や
な
こ
と
を
言
わ
れ

た
」、「
思
っ
て
い
た
サ
ー
ビ
ス
と
違
う
」、

「
詳
し
く
説
明
し
て
く
れ
な
い
」
な
ど

不
満
や
要
望
を
、
利
用
し
て
い
る
事
業

所
の
担
当
者
に
話
し
に
く
い
場
合
や
話

し
合
っ
て
も
な
か
な
か
解
決
し
な
い
と

き
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

県
福
祉
サ
ー
ビ

　

ス
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
県
社
会

　

福
祉
協
議
会
内�
０
１
８　　�
　
８

　

６
４　　�
　
２
７
２
６
）

軽
自
動
車
税
の
お
知
ら
せ

市
の
各
種
無
料
相
談　
　

暮らしのお知らせ

学 校 給 食 調 理 員学 校 校 務 員消 費 生 活 相 談 員清 掃 作 業 員職 種

１　人４　人１　人１　人１　人３　人募 集 人 員

年齢不問年齢不問年齢不問年齢不問年 齢 不 問

昭和２７年４月２日以降生
まれた方
（５５歳以下）で普通自動
車運転免許を有する方

応募資格等

学 校 で の 給 食 調 理学校内の印
刷用務等　

学校内の環
境整備等　

消費生活に関する相談業
務、内職相談等

本荘地域の公共施設内の
ごみ収集運搬等

主 な
勤 務 内 容

西目地域本荘地域大内地域本荘地域市民環境部生活環境課所 属 部 署
（勤務地等）

週５日勤務（３０時間）週５日勤務（３０時間）週４日勤務（３０時間）勤務時間等

教育委員会教育総務課　�２４－６２８０
油小路５－１　市役所第２庁舎

総務部職員課　�２４－６２１６
尾崎１７　市役所２階

担 当 部 署
（受付場所・
問い合わせ先）

◎雇用期間…平成１９年４月１日から１年間
◎選考方法…面接試験を実施の上、選考します。（期日等の詳細は募集要項に記載）
◎応募方法…ハローワーク本荘で発行する紹介状とともに、履歴書を提出して下さい。
◎受付期間…２月１４日�までの午前８時３０分から午後５時１５分まで（土・日・祝日を除く）
※上記職種に重複しての応募は出来ません。

【共通事項】

市の嘱託職員を募集します
　募集に関しての概要をお知らせしますので、詳細はハローワーク本荘に備え付けの「募集要項」でご確認ください。

物
品
払
い
下
げ
の
お
知
ら
せ

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
苦
情
解
決
を

お
手
伝
い
し
ま
す　
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地域情報コーナー

■「フィットネスジム登録講習会」を行います

▽と　き　２月８日�　午後６時３０分～、１７日�　午後２
　　時～

▽ところ　アクアパル　　 ▽定　員　先着２５人

▽年会費　一般３，１５０円、学生１，５７５円（ともに税込み）
※事前に電話等でアクアパルへお申し込みください。
■フリーマーケット「水辺のまち市場」出店者募集

▽と　き　２月１１日�　午前９時～正午

▽ところ　アクアパル（屋内１５区画・１区画＝約１坪）

▽内　容　不用になった日用雑貨・衣類・書籍など

▽出店料　無料　　 ▽申込期限　２月８日�

■スポーツ少年団本荘支部「第４回指導者研修会」
　参加者を募集します

▽と　き　２月１７日�　午前９時４０分～：受付、午前１０
　　時～正午：研修会

▽ところ　本荘文化会館地階（大会議室）

▽参加料　無料

▽内　容　講話「スポ少活動に期待すること（予定）」
　　講師：安藤純さん（元県教育委員会指導主事、現石
　　沢小学校長）

▽対　象　スポーツ少年団本荘支部指導者、各スポ少親
　　の会会員や、所属に関わらず研修に関心のある本荘
　　地域の人。

▽申し込み　２月９日�まで、スポーツ振興課へ

■平成１９年度「定期利用サークル」を募集します

▽申し込み　ホーム窓口に備え付けの申請書に必要事項
　　を記入の上、２月１９日�午後５時まで申し込んでく
　　ださい。
※営利および特定の政党・宗教活動を目的とした利用は
　できません。

本 荘 地 域本 荘 地 域

■ご活用ください「２月の健康相談」

▽内　容　血圧測定、生活習慣病予防、その他

▽時　間　午前９時３０分～１１時３０分

■「湯ったりほのぼの教室」へお気軽にどうぞ

▽と　き　２月２１日�　午前９時～

▽ところ　鶴舞温泉　中広間　　 ▽参加料　無料

▽内　容　健康相談（午前９時～１１時３０分）
　　効果的な温泉療法や健康体操～楽しく身体を動か
　　しましょう！～（午前１０時～１１時）
■「 和 の部屋」に来てみませんか

なごみ

　日頃抱えている心の悩みなどを語り合う場所です。

▽と　き　２月７日�　午前１０時～午後３時

▽ところ　本荘保健センター

■栗林スキー場「雪まつり」へみんな集まれ�
　賞品多数�豚汁の無料サービスもあります。

▽と　き　２月１１日�　午前１０時～
※雨天・雪不足の場合は中止

▽内　容　でべらっこ（竹スキー）競争ほか

▽問い合わせ先　産業課または管理棟（�２４－５２９４）

学
童
保
育
児
童
を

学
童
保
育
児
童
を

募
集
し
ま
す

募
集
し
ま
す

アクアパル　�２２－５６１１健康管理課（本荘保健センター内）　�２２－１８３４

産業課　�２４－６３４７

■本荘地域の皆さん
　　「市長とまちづくりを語る会」へおいでください

▽と　き　２月２日�　午後２時～

▽ところ　アクアパル

▽内　容　市長の講話、質疑応答など

▽問い合わせ先　広報広聴課（�２４－６２３７）

と　こ　ろ日
北内越公民館１３日�
松ヶ崎基幹集落センター１４日�
南内越公民館２３日�
石沢生活改善センター２６日�
小友公民館２７日�
子吉公民館２８日�

スポーツ振興課　�２４－６２８７

本荘勤労青少年ホーム　�２２－２０７７

　

就
労
な
ど
に
よ
り
、
保
護
者
が
昼
間
家
庭
に

い
な
い
小
学
生
が
対
象
で
す
。

▽
対　

象　

新
山
・
鶴
舞
・
尾
崎
・
子
吉
・
小

　

友
・
石
沢
小
学
校
の
児
童
（
主
に
低
学
年
生
）

▽
実
施
日　

平
日
の
授
業
終
了
後
、
土
曜
日
、

　

夏
冬
春
の
学
校
休
業
期
間

▽
利
用
料　

１
日　

円
（
基
本
料
）

３５０

▽
申
し
込
み　

保
育
園
在
園
児　

各
園
に
あ
る

申
込
用
紙
に
記
入
の
上
、
各
園
に
提
出
／
幼
稚

園
在
園
児　

各
園
に
あ
る
申
込
用
紙
に
記
入
の

上
、
指
定
の
ク
ラ
ブ
か
市
子
育
て
支
援
課
へ
提

出
／
在
宅
児　

市
子
育
て
支
援
課
に
あ
る
申
込

用
紙
に
記
入
の
上
、
指
定
の
ク
ラ
ブ
か
市
子
育

て
支
援
課
へ
提
出
／
小
学
生　

新
規
・
継
続
と

も
、
指
定
の
ク
ラ
ブ
へ
申
し
込
み

▽
締
め
切
り　

２
月　

日�
２３

▽
説
明
会　

３
月　

日�
　

午
後
１
時　

分
か

１０

３０

　

ら
各
ク
ラ
ブ
で

▽
受
け
入
れ
対
象
・
問
い
合
わ
せ
先

　

石
脇
学
童
ク
ラ
ブ
／
新
山
小
児
童
対
象
（
石

　

脇
北
保
育
園
隣
り�
　�
１
３
４
５
※
午
後

２４

　

の
み
）、
つ
る
ま
い
学
童
ク
ラ
ブ
／
鶴
舞
小

　

児
童
対
象
（
鶴
舞
小
学
校
内�
　�
５
６
２

２８

　

５
※
午
後
の
み
）、
尾
崎
児
童
ク
ラ
ブ
／
尾

　

崎
小
児
童
対
象
（
尾
崎
小
裏
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ

　

ス
内�
　�
５
５
７
０
※
午
後
の
み
）、
子

２８

　

吉
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
／
子
吉
小
児
童
対
象

　
　
（
子
吉
小
学
校
内�
　�
０
１
９
１
※
午
後

２３

　

の
み
）、
小
友
学
童
ク
ラ
ブ
／
小
友
小
児
童

　

対
象
（
小
友
小
学
校
内�
　�
３
５
３
２
）、
石

２２

　

沢
保
育
園
／
石
沢
小
児
童
対
象
（�
　�
２
１

２９

　

０
４
）、
市
子
育
て
支
援
課
（�
　�
６
３
１
９
）

２４

　

※
他
の
地
域
に
つ
い
て
は
、
各
総
合
支
所
ま

　

た
は
各
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
へ
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

平成平成１９１９年度年度
本 荘 地 域本 荘 地 域

↓
↓

↓
↓

１８平成１９年２月１日号　　広報ゆりほんじょう

地域情報コーナー

　　　　　　　　■「コロニー望海の丘」で開催します
　　　　　　　　　雪上フェスタ　ｉｎ　孫七山
　　　　　　　　　本紙１月１５日号１７�でお知らせした
　　　　　　　　　「雪上フェスタｉｎ孫七山」の開催場所
　　　　　　　　が決定しました。

▽と　き　２月４日�
　　　　　　　　　　午前９時～午後１時ころ

▽ところ　コロニー望海の丘
　　　　　　　　※雪不足の場合は、コロニー体育館で
　　　　　　　　　　「スポーツレクリエーション」を行
　　　　　　　　　います。
■西目公民館図書室　休館のお知らせ
　図書整理のため、次の期間図書室をお休みします。

▽と　き　２月１４日�～１６日�
※図書の返却はできますが、貸出・閲覧はできません。

■西目保健センターの２月開放日
　子育て中のお母さんと赤ちゃんが、広いスペースで思
いっきり親子のふれあいが持てるように、集団指導室を
開放しています。楽しい遊具も準備しています。

▽開放日　１日�、６日�、８日�、１３日�、１５日�、
　　２０日�、２３日�、２７日�

▽時　間　午前１０時～午後３時
■ふれあいを楽しもう�「親子のスキンシップ教室」

▽と　き　２月２１日�　午前１０時～

▽ところ　西目保健センター

▽対　象　２カ月児からの親子
■ご利用ください「かしわ温泉健康相談」

▽と　き　２月２２日�　午前１０時～
■「健康講演会」を開催します

▽と　き　２月２６日�　午前１０時３０分～正午

▽ところ　西目公民館「シーガル」

▽演　題　心の健康づくり「うつ病とその対応」

▽講　師　臨床心理士　石山宏央さん（㈲心理教育相談
　　室「クローバー」代表取締役）

■「ふれあい保育」に遊びに来てね
　お子さんを保育園でのびのびと遊ばせてみませんか。
この機会に、保護者と一緒に遊びにおいでください。今
回は「豆まきの会」を行います。

▽と　き　２月２日�　午前９時４０分～１１時

▽ところ　西目保育園

▽対　象　０歳～３歳の未就園の子どもと保護者

生涯学習課　�３３－２３１５

西 目 地 域西 目 地 域 大 内 地 域大 内 地 域

■大内地域の「申告相談」は２月９日（金）から
　先日配布した日程表をご確認の上、おいでください。
※平成１９年分（平成１９年１月１日～１２月３１日）の確定申
　告から農業所得簡易計算が廃止され、すべて収支計算
　となります。不明な点は申告相談時におたずねくださ
　い。（申告相談については、本紙１１�をご参照ください。）

振興課税務班　�６５－２２１４

鳥 海 地 域鳥 海 地 域

■バス乗車券を交付しています
　鳥海地域に住所を有し、平成１８年度内で満７０歳以上の
方を対象に、バス乗車券を交付しています。
　まだ交付を受けていない方は、申請手続きをしてください。

▽交付場所　福祉保健課またはお近くの出張所

矢 島 地 域矢 島 地 域

■公共施設休館日（２月上旬）

▽青少年ホーム　日曜・祝日の午後５時以降

▽寿康苑　４日�、１２日�

生涯学習課　�５６－２２０３

岩 城 地 域岩 城 地 域

■岩城町内対抗「第２０回岩城綱引き大会」を開催します

▽と　き　２月４日�　午前８時４５分～

▽ところ　岩城総合体育館

▽申し込み　各町内の体育推進員へ

岩城公民館　�７３－２４６８

由 利 地 域由 利 地 域

■ゆりえもん「すこやかコーラス」発表会

▽と　き　２月１８日�　午後１時３０分～

▽ところ　ゆりえもん大広間

▽問い合わせ先　産業課またはゆりえもん（�５３－２６５１）
■「ペンション四季」臨時休業いたします
　南由利原宿泊施設「ペンション四季」は、２月２８日�
まで休業いたします。なお、施設予約等は青少年旅行村
（�５３－２１２６）で受け付けします。

産業課　�５３－２１１４

■岩城地域の皆さん
　　「市長とまちづくりを語る会」へおいでください

▽と　き　２月１３日�　午前１０時～

▽ところ　岩城会館

▽内　容　市長の講話、質疑応答など

▽問い合わせ先　広報広聴課（�２４－６２３７）

寿康苑　�５６－２９４０

福祉保健課　�５７－３５０１

福祉保健課　�３３－４６２０

西目保育園　�３３－２０２２

■西目地域の皆さん
　　「市長とまちづくりを語る会」へおいでください

▽と　き　２月６日�　午後２時～

▽ところ　西目公民館「シーガル」

▽内　容　市長の講話、質疑応答など

▽問い合わせ先　広報広聴課（�２４－６２３７）

ゆりえもんくん
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〜
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合
同
企
画
展
「
由
利
本
荘
ひ
な

街
道
」
開
催
中
の
各
施
設
を
バ
ス

で
巡
回
、
展
示
を
見
学
し
ま
す
。

▽
日
時　

三
月
十
五
日�

　
　
　
　

午
前
九
時
〜
午
後
四
時

▽
出
発　

本
荘
文
化
会
館
裏
駐
車

　

場
、
岩
城
歴
史
民
俗
資
料
館
前
、

　

矢
島
郷
土
文
化
伝
習
施
設
前
の

　

３
コ
ー
ス

▽
参
加
費　

二
千
円
（
入
館
料
・

　

昼
食
代
・
資
料
代
含
む
）

▽
定
員　

各
コ
ー
ス　

三
十
人 

▽
受
け
付
け　

二
月
一
日
〜
（
定

　

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

▽
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
先　

　

本
荘
郷
土
資
料
館
、
矢
島
郷
土

　

文
化
伝
習
施
設
、
亀
田
城
美
術

　

館
へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

　

さ
い
。

　

館
内
展
示
替
え
に
伴
い
、
岩
城

歴
史
民
俗
資
料
館
は
二
月
九
日
ま

で
、
本
荘
郷
土
資
料
館
は
二
月
二

十
三
日
ま
で
休
館
し
ま
す
。

休
館
の
お
知
ら
せ

「
由
利
本
荘
ひ
な
街
道
バ
ス
ツ
ア
ー
」

「
由
利
本
荘
ひ
な
街
道
バ
ス
ツ
ア
ー
」

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

連絡先�展　示　期　間施　　設　　名
７２－２０４８２月１１日～４月２０日岩城歴史民俗資料館
７４－２５００２月１１日～４月２０日亀田城佐藤八十八美術館
６２－０５０５２月１１日～４月２０日出羽伝承館
２４－３５７０２月２４日～５月６日本荘郷土資料館
５６－２２０３２月２４日～５月６日矢島郷土文化伝習施設

　

市
文
化
施
設
五
館
を
会
場
に
、

初
の
合
同
企
画
展
「
由
利
本
荘
ひ

な
街
道
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

女
の
子
の
厄
よ
け
と
健
康
を
願

い
、
古
く
か
ら
春
の
到
来
を
待
ち

わ
び
る
人
々
が
楽
し
み
に
し
て
き

た
桃
の
節
句
。
市
内
各
地
に
伝
わ

る
お 
雛 
さ
ま
の
展
示
を
通
し
て
、

ひ
な

地
域
の
文
化
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん

か
。

開開
催催
しし
まま
すす

２０
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２３ Ｙｕｒｉｈｏｎｊｏ　ｃｉｔｙ　ｐｕｂｌｉｃ　Ｒｅｌａｔｉｏｎｓ．２００７

　　「おくやみ」「お誕生」欄に掲載を希望される方は、市民生活課
または各総合支所市民課、出張所窓口にお申し出ください。

高　橋　 奏 　 人 ちゃん（　司　さん）東梵天
かな と

高　橋　 奏 　 大 ちゃん（　司　さん）東梵天
そう た

菅　野　 苺 　 香 ちゃん（正浩さん）大鍬町
まい か

道　川　 泰 　 毅 ちゃん（ 泰弘さん）南ノ股
よし き

佐　藤　 勇 　 斗 ちゃん（秀雄さん）大鍬町
ゆう と

佐　藤　 陽 　 菜 ちゃん（勝利さん）石脇
ひ な

木　内　 永  莉  生 ちゃん（　厚　さん）大鍬町
え り な

小　松　 翔 　 馬 ちゃん（雄一さん）中梵天
しょう ま

牧　　　 斗 　 南 ちゃん（国博さん）西小人町
と なみ

佐　藤　 杏 　 奈 ちゃん（　晃　さん）松街道
あん な

今　野　 杏 　 理 ちゃん（　定　さん）石脇
あん り

阿　部　 龍 　 貴 ちゃん（貴重さん）一番堰
りゅう き

高　橋　 隼 　 翔 ちゃん（　淳　さん）石脇
はや と

佐々木　　　 蒼 ちゃん（成人さん）水林
そう

吉　川　 舞 　 華 ちゃん（大輔さん）谷地町
まい か

鈴　木　 一 　 護 ちゃん（真人さん）石脇
いち ご

石　塚　 優 　 月 ちゃん（義明さん）岩城二古
ゆ づき

田　口　 海 　 羽 ちゃん（乃里夫さん）岩城二古
み う

佐　藤　 真 　 愛 ちゃん（雄己さん）西目町西目
ま い

佐　藤　 飛 　 咲 ちゃん（　裕　さん）西目町沼田
ひ さき

佐　藤　 優 　 妃 ちゃん（和正さん）鳥海町下川内
ゆう ひ

（　）は保護者

〈１月１日～１５日受付分〉

おくやみ申し上げます
〈１月１日～１５日受付分〉

小松ちよし氏（旧本荘市功労者・福島市在
住（石脇出身））は、１月５日永眠されまし
た。氏は、昭和２２年以来長年にわたり開業
助産婦として活動され、その間住民の衛生
知識や地域の母子保健衛生の向上、成人病
予防、結核予防等の各種事業の推進に尽力
されました。平成６年１１月勲６等瑞宝章。
平成７年１１月旧本荘市民生功労者顕彰。享
年９１歳。

織　江　貞　子さん（８２歳）西小人町
齊　藤　久　藏さん（９０歳）片町
今　野　タケノさん（８７歳）藤崎
伊　藤　和　子さん（７２歳）薬師堂
鎌　田　キチヨさん（８９歳）中竪町
菅　野　　　昭さん（７７歳）川口
中　川　春　夫さん（５５歳）鶴沼
川　村　甲　一さん（８１歳）薬師堂
齊　藤　彦　一さん（８１歳）埋田
佐々木　和氣子さん（８３歳）小人町
戸　嶋　キヤ子さん（８０歳）石脇
今　野　�　士さん（７８歳）東町
齊　藤　由　伊さん（７５歳）神沢
加　藤　フ　ヂさん（９１歳）赤田
成　田　イ　トさん（９１歳）大中ノ沢
田　口　靖　子さん（６３歳）神沢
小　番　テ　ルさん（８５歳）矢島町舘町
三　浦　泰　藏さん（７２歳）矢島町川辺
佐　藤　ト　ミさん（９１歳）矢島町川辺
菊　地　ミ　ヱさん（９４歳）岩城内道川
田　口　フ　ミさん（８３歳）岩城勝手
中　村　義　雄さん（８８歳）岩城勝手
小　松　金　造さん（７９歳）前郷
佐々木　三　郎さん（９０歳）黒沢
加藤木　ヨシ子さん（７３歳）中俣
鈴　木　鍵　治さん（８９歳）滝
小　林　ス　ミさん（７８歳）中館
畠　山　マツノさん（９４歳）東由利黒渕
阿　部　マサヨさん（９６歳）東由利蔵
木　嶋　トシヨさん（９５歳）東由利蔵
渡　辺　正　雄さん（８０歳）西目町出戸
佐々木　オイヱさん（９０歳）西目町海士剥
佐　藤　波　子さん（９６歳）鳥海町伏見
佐　藤　清　喜さん（４４歳）鳥海町栗沢
太　田　フクヨさん（９２歳）鳥海町上笹子
小　沼　キ　クさん（８５歳）鳥海町上笹子
村　上　フ　ミさん（８１歳）鳥海町猿倉
梶　原　源　介さん（７１歳）鳥海町下笹子
土　田　一　美さん（７８歳）鳥海町下直根
赤　川　專　一さん（６７歳）鳥海町伏見

■育児サークル「新婦人親子リズム会」
　親子でリズム遊びを楽しみ、育児につ
いての情報交換もしています。

▽とき…２月８日�　午前１０時３０分～正午 

▽ところ…広域交流センター多目的ホール

▽内容…リズム体操、手遊び、絵本 

▽持ち物…タオル、飲み物、お皿 

▽対象…就学前までの乳幼児と保護者
※途中からの参加でも大丈夫です。

▽お問い合わせ…近藤さん（�２４－２７６７）
■「 美  味 しい水を楽しむ会」参加者募集

お い

▽とき…２月１８日�　午前１０時～正午

▽ところ…本荘勤労青少年ホーム

▽対象…「水」に関心のある市民

▽お問い合わせ…伊藤さん（�２３－１７６８）
■（財）日本陸上競技連盟公認審判員の
　　「Ｂ級認定講習会」を行います
　競技経験のない方でも取得できます。

▽とき…３月４日�　午後１時３０分～

▽ところ…アクアパル セミナー室

▽申し込み・お問い合わせ…本荘由利陸
　　上競技会・石川さん（子吉出張所内
　　�２２－０４２５、ＦＡＸ２７－１００８）

�ＳＦ（催眠）商法に注意�
　住民の力で高齢者を守ろう

　いきなり町内に現れ、「無
料で日用品をあげるから来
て�」と高齢者を誘い出し、
密閉されたところへ集めます。
最初は日用品を配りますが、
最後には高額な商品を売りつ
けられます。
　これは「ＳＦ（催眠）商法」
と言われ、秋田県の消費生活
条例で禁止されている商法で
す。「無料」「格安」という言
葉にはくれぐれもご用心�誘
いを受けても安易について行
かないでください。
　また、知らない業者に、
家・小屋・駐車場などの場所
を貸さないようにしましょう。
不審な業者が現れたら、警察
に通報しましょう。
　万が一契約しても、「クー
リング・オフ」ができますの
で、ひとりで悩まずに、すぐ
に相談しましょう。

　消費生活に関するご相談は、
市民生活相談窓口（�２４－
６２５１）、または各総合支所市
民相談窓口まで。

２２平成１９年２月１日号　　広報ゆりほんじょう

　毎年恒例となった「冬
の野鳥観察会」。今年は１
月２０日に、親子連れなど
４０人が参加して行われま
した。一行は象潟漁港や
本荘地域の大堤に出かけ、
歓声をあげながら、白鳥
や水鳥など季節の野鳥観
察を楽しみました。

冬の野鳥を観察したよ�

� ��������������
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※３月１日号に掲載希望の原稿は２月
　１４日（水）が締め切りです。

■「由利耕心大学講座」受講生を募集

▽とき…４月～１２月の毎月１０日　午前１０時
　　～午後３時（２講座）
※開講式は４月１０日�　午前１０時～

▽ところ…西目公民館「シーガル」

▽講師…県内の大学教授や講師、有識者、
　　著名人など

▽科目…社会、政治、経済、教育、文化、
　　歴史、健康、福祉、環境など

▽対象…５０歳以上の人　　 ▽受講料…年３，０００円

▽申し込み・お問い合わせ…２月１８日�ま
　　で、佐々木さん（�３３－２１００）
※在校生は各地区理事までご連絡ください。
■班忠義監督を迎えてＶｉｖａⅡ学習会

▽とき…２月２４日�　午後１時３０分～
▽ところ…アクアパル セミナー室

▽内容…１部／雲南の子どもたちの教育を
　　支援する会 ビデオ報告、２部／ドキュ
　　メンタリー映画「ガイサンシーとその
　　姉妹たち」上映

▽資料代…１，０００円

▽お問い合わせ…ＶｉｖａⅡ事務局 ･高原さ
　　ん（㈲タカハラ内�２３－０３０５）

■２級小型船舶学科講習会
　受講者は国家試験が免除されます。

▽とき…２月１０日�～１１日�

▽ところ…西目公民館「シーガル」

▽受講料…１２３，７００円（実技含む）

▽対象年齢…１６歳以上

▽申し込み・お問い合わせ…２月５日�ま
　　で、斎藤さん（�３３－３４９６）
■開店します「ゆり養ショップ」

▽とき…２月１７日�～１８日�　午前１０時～
　　午後３時

▽ところ…ジョイフルシティ本荘　１階
　　レストラン街通路 

▽内容…児童生徒の作品展示および販売 

▽お問い合わせ…県立ゆり養護学校・小林
　　さん（�２７－２６３１）
■第２１回本荘由利クラブ対抗卓球大会

▽とき…２月２４日�、２５日�　午前９時～

▽ところ…市総合体育館

▽種目…小中の部（２４日）、一般の部（２５日）
　※いずれも団体戦

▽参加料…小中の部／１チーム２，０００円、一
　　般の部／１チーム３，０００円
※当日会場でお支払いください。

▽申し込み…２月９日�まで、〒０１５－０８１７
　　由利本荘市中町１０　㈱本間印刷所内 
　　本荘由利卓球協会宛

▽お問い合わせ…篠田さん（�０９０－８６１５
　　－４４５３）

　第１８回原田記念東北中
学校選抜女子バレーボー
ル大会が１月６日と７日、
市総合体育館と由利高校
体育館を会場に開催され
ました。
　今年は東北各県と新潟
県から女子全１８チームが
出場。本市からも５校が
出場し、息詰まる熱戦が
展開されました。

息詰まるラリーの応酬

　小松クメヨさん（明
治４０年１月２１日生まれ、
東由利蔵）に、市から
賀詞と長寿祝金が贈呈
されました。
　これからもお元気で
お過ごしください。


